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(

上)

V
、

欧
洲
戦
柿
經
濟
の
齡
問
M

か
攻
究

せ
し
め
、娄
A
は
就
に「

借 

;1
1

康
業他

！！

戦
^」

、、

」

組
す
5

笫
一
间
雜
钤
か
發
表
し
、
今
间
第 

1

両
龈
齿
ミ
し
て〖

勞
働
金
融
並
|-

戰
帶」

と
題
す
る
册
子
か
公
|: 

し
れ
り
，
木
縝
は
節
ニ
冏
繫
^
中
澉
货
他
に
物
輝
レ
關
す
る
頊
か 

拔
沙
し
れ
る
も
の
な
り
。

i

、
通

貨
 

英
國
が
歐
洲
開
戰
の

.

當
初
、
金
融
上
の
事
變
に
踹
ん 

t

通
货
終
の
形
態
を
以
て
、
政
府
紙
幣
を
發
行
し
た 

る
啡
勝
は
既
に
佌
人
の
知
る
所
の
如
し
。
典
後
信
川
の 

? \

十

一

卷
o

> :

s:〕

忧
況
に
於
け
る
異
變
の
甚
だ
し
か
ら
ざ
る
に
至
る
や
、

離
變
通
貨
に
對
t,
る
需
耍
亦
減
少
し
れ
b
.と
雖
も
、
同 

時
に
此
通
貨
を
利
用
し
て
、

一
國
に
於
け
る
金
貨
W
據 

高
を
集
中
す
る
希
望
の
下
に
、
®
貨
努
の
新
職
務
な
る 

一

も
の
認
め
ら
る
、
に
至
：れ
り
。
艰
和
赌
代
に
國
內
に
流 

|

t
す
る
金
貨
は
隱
匿
せ
ら
れ
た
る
國
民
的
離
«
金
に
し 

一
て
、
戰
時
に
臨
ん
で
、
適
當
の
注
意
を
以
て
、
之
に
侬 

\

賴
す
る
を
得
べ
し
。
即
ち
英
國
に
於
て
は
、
此
見
地
ょ 

„ 

b
m
®
,

し
つ
、
あ
る
金
货
を
囘
收
し
て
、
之
を
國
庳
に 

集
中
せ
ん
と
し
、
其
手
段
と
し
て
人
民
に
向
つ
て
郵
便 

局
並
に
銀
行
に
就
て
、
金
貨
と
引
換
に
通
貨
称
を
受
取 

\

る
こ
と
を
«
誘
し
た
る
所
以
な
り
。
之
を
實
隙
に
徵
ず 

\

る
に
、
通
貨
券
.は
英
國
に
於
け
る
法
貨
と
し
て
發
行
せ 

、
ら

れ

、
，
英11
龈
，行
に
就
て
要
求
次
第
金
貨
に
兌
換
せ
ら

.
 

る

可

き

も

の

な

b
し
が
故
に
、
之
に
對
し
て
栩
當
の
金 

貨
準
備
を
®
く
を
必
婴
と
し
た
り
。
固
上
.り
公
衆
が
今 

日
の
如
き
暗
機
に
於
て
"
相
當
0'
原
因
な
く
し
て
"
装 

に
兑
，換
を
請
求
す
る
の
希
!®
す
可
か
ら
ざ
る
事
た
る
や 

,

i
號 

餌
盥

雜

M

歐

洲

戰

_
! :

於

け

る

通

貨

雜

錄

》

欧
洲
戦
'
时
I:

於
,a

ゐ
澉
货
物
似
爲
替f

場



第
十
一
卷(

六
ニ
六)

雜
錄
锨
洲
戦
時
に
於
け
る
撖
使
物
偾
爲
替
栩
綠 

锵

诋

號

四

六

論
を
俟
た
ず
。
然
も
一
方
に
適
當
な
を
準
備
を
擁
し
て
t識
階
級
の
間
に
於
て
も
、
通
貨
券
が
金
貨
を
以
て
兌
換

兌
換
を
行
ぅ
の
意
思
を
示
さ
'ん
か
、
自
ら
公
衆
の
金
货 

を
請
求
す
る
勢
を
制
此
す
る
を
得
べ
く
、
ax
に
金
貨
の
. 

保
藏
を
減
ず
る
に
至
る
可
し
。
故
に
通
貨
券
の
一
面
に 

北
如
何
な
る
金
額
に
於
て
も
法
貨
た
る
こ
ヾ」

を
記
載
す 

る
に
加
へ
て
、
吏
に
明
瞭
に
.法
徘
の
條
件
に
侬
て
、
要 

求
次
第
金
貨
を
以
て
、
支
挪
は
る
、
こV

し
を
記
载
す
る 

の
必
要
あ
b
.し

i

力

i

五
^

‘ 

六 
j

H

t

n

十二力ニ十九

=

一
九
六
年 

六
刀
十
四

n

八
月
十
六
日
. V

J

を

認

め

ざ

る

可

か

ら

ず

。

现

に

知

| 

纖
影
應
1 ^

雛

四
六
、
五
七
六
、
八
〇

一
 

一
〇
三
、
一
ニ
五
、
〇
九
九 

一
 

ニ 
〇
、3£
3£
1

、
1

四
四 

1

ニ
九
、九
四
八
、
卯
〇
一

ニ
八
、英〕

〇
、〇
〇
〇 

ニ
八
、3|
.〇
〇
、〇
〇
〇 

ニ
八
、五
〇
〇
、〇
〇
〇 せ

ら
る
可
き
.も
の
な
る
こrfj

の
知
ら
れ
ざ
り
し
辦
«
に 

微
す
る
と
き
は
、
興
發
行
が
金
貨
を
集
小
す
る
の
拨
肋 

た
ら
ず
、
却
て
保
藏
せ
らる

/'

爲
め
に
、
金
货
が
人
の 

手
に
授
受
せ
ら
れ
た
る
も
のVJ

す
可
し
。

然
ら
ば
通
货
券
並
に
通
貨
證
書
に
對
し
て
、
金
货
の 

準
備
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
餵
何
の
高
に
上
り
し
や
。
之 

を
表
示
す
る
に
左
の
如
し
。

比
率 

政
府
辎
进 

英
蘭
銳
行
殘
-.
v
I

削
六、ニ
三
九
、五八べ、八ニ七七、

九

七
四
、八
七
七 

ニ
、七
六
玉
四
、六
ニ
〇
、玉
六
三
ニ
〇
、五
三
五
、八
六
四 

ニ
、三
六
八
四
、七
ー
ー
〇
、
一
七
一
八
、八
五
ニ
、
一
六
丑 

ニ
、ニ
〇

九
穴
、六
四
四
、◦
七
七
七
、〇
：土
三
、六
四
八

二
八
、五
〇
〇
、〇
〇
〇

上
表
に
摅
れ
ば
、
通
貨
券
に
對
し
て
保
冇
せ
ら
る
、

一
比
率
を
保
た
し
め
て
、
以
て
通
货
券
の
安
全
を
維
持
す 

金
«
金
地
金
の
常
に
同
额
に
止
ま
れ
る
に
枸
は
ら
ず
、

}
る
を
得
る
か
。
固
ょ
6
豫
想
す
可
か
ら
ざ
る
^
變
に
際 

通
货
终
の
發
行
高
は
藩
し
く
增
加
し
、
兩
潘
の
比
率
を
一
し
て
、通
货
券
を
安
全
な
ら
し
む
る
爲
め
に
は
、準
備
金 

雜
弱
な
ら
し
め
穴
ぅ
。
元
來
兩
漭
の
問
に
は
如
何
な
る
を
最
低
限
度
以
上
に
®
か
ざ
る
可
か
ら
す
’/

」

雖
も
、
时

察只̂?^

ほ
戰
爭
の
際
に
は
、
金
貨
を
通
貨
券
の
準
備
金
S
す
る 

ょ
A
も
、
通
貨
券
の
發
行
商
を
適
當
の
稅
度
に
維
持
し 

て
、
金
貨
を
他
の
用
逾
に
就
か
し
む
る
を
有
利
な
り
と 

す
る
事
情
を
生
す
可
し
。

通
貨
#
の
發
行
は
今
や
純
然
た
る
事
變
應
急
策
の
範) 

®i
を
脫
し
た
ぅ
。
伹
し
之
を
し
て
永
久
の
效
果
を
苻
せ 

し
む
る
が
如
き
は
、
常
初
ょ
&
企
圖
せ
ら
れ
ざ
る
所
な 

り
と
«
も
、或
る
期
||
|
1繼
緻
す
可
き
も
の
な
る
以
上
ゆ
"

其
财
發
に
伴
ぅ
危
險
を
妨
過
す
る
の
必
喪
極
め
て
大
な| 

り

。
汐 

<エ
グ
ォ
ン
ス
氏
は
先
年「

疋
貨
流
通
の
興
«
を 

支
配
す
る
®
然
の
法
則
に
對
し
て
、
人
工
的
干
涉
を
加 

ふ
る
も
の
は
、
即
ち
芷
貨
に
代
る
可
き
紙
幣
の
發
行
に 

し
て
、

一
方
に
對
し
て
厳
酷
な
る
立
法
上
の
監
督
を
施j 

す
は
也
方
に
自
曲
を
與
ふ
る
も
の
な
b

jと
云
へ
i 

ジ
エ 

'グ
ォ
ゾ

ス
氏
の
嚴
酷
な
る
監
督
と
■
す
る
は
、
英 

聪
微
行
の
紙
併
發
行
を
徘
す
る
が
如
き
器
械
的
東
純
に 

#
ず
、
寧
ろ
通
貨
の
伸
縮
自
在
を
許
す
盥
#
を
主
服
ビ

第
一
囘
報
吿
に
於
て
は
通
貨
券
が
僞
迤
の
難
に
權
る 

稗
度
に
就
て
、
疑
を
挾
み
た
额
而
十
志
の
僞
造
芬 

が
千
九
百
十
五
年
夏
の
：頃
ミ

ッ
ド
ラ
ン
ド
地
方
に
'流
通 

し
た
る
乙
マj

は
議
會
の
§

ビ
爲
れ
る
が
、
典
後
大
a 

大
K
は
議
會
に
向
つ
て
"
偽
造
券
の
必
ず
し
も
穸
额
な 

ら
ざ
る
旨
を
證
言
し
た
り
。
然
も
事
實
の
如
何
は
姑
く 

措
き
、
通
货
券
の
如
&
も
の
に
し
て
、
戰
時
に
發
行
せ 

ら
る
、
場
合
に
は
、
圖
識
を
完
全
に
し
、
又
授
受
に
便 

利
な
ら
し
む
る
を
必
要v

す
可
く
、
蘇
格
蘭
並
に
褒
®] 

の
諸
銀
行
が
額
面
一
磅
の
紙
幣
®
行
に
就
て
實
驗
し
れ 

る
辦
實
の
如
き
參
考
す
可
き
も
のVJ

認
め
ら
れ
れ
b
。

開
戰
の
當
初
に
於
て
は
澉
货
の
墦
加
を
必
耍
と
す
る 

I I

々
の
事
情
の
存
ず

.

る
も

.

の
：あ
ち
。
第

一

動
.

員
の
必
喪
、
 

に
應
じ
、
策
ニ
外
國
に
輸
送
せ
ら
れ
た
る
金
貨
に
代
つ 

て
流
通
す
る
用
を
爲
し
、
第
三
公
衆
の
保
藏
す
る
金
貨 

丨
代
つ
て
通
貨̂

る
の
地
位
を
充
れ
し
、
第
四
市
ヤ

M

行
の
，预
金
增
加
に
伴
1ぅ
债
務
0
膨
脹
に
對
し
て
、

S
 

す
る
も
の
な
る
可
し
。

• 

' 

と
爲

I

備
金

I

へ
、
第
五
騰
貴
し

f

物
價
並
に

热
卜
一
泡(

六
ニ
七)

-

_

錄

欧
洲
戰
時
に
於
け
る
鎏
物
愤
爲
银
相
場
‘

第五
独四
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妬

十

一

怨

(

六
ニ
八〕

雜

货

®

の

支

狒

に

必

恶

な

る

通

货

を

供

給

す

る

が

如

き
 

は

、

何

れ

も

述

货

に

對

し

て

.
©
耍

の

琳

加

す

る

财

因

ビ
 

爲

る

も

の

な

り

。
»

货

券

の

.«

行

高

中

、
4

貨

を

準

備
.

せ
ざ
る

も
の
が
銀
行
信
用
の
膨
脹
を
促
す
の
效
粜
を
生 

じ
た
る
は
§

4

る
が
、

'X
*
戰
带
の
«
後
に
於
て
双 

»
に
流
通
し
た
る
貨
幣
の
數
贵
は
幾
何
の
高
に
上
り
し| 

や
、
之
を
計
算
す
る
ビ
き
は
、
自
ら
述
貨
券
發
行
の
效 

果
如
何
を
知
る
を
得
べ
し
。
今
大
藏
省
の
調
赍
R -
據
る 

に
、
千
九
西
十
四
年
六
月
三
十
日
公
衆
の
間
に
流
通
せ」 

る
金
货
は
七
千
八
西
1
1

1

十
鸛
磅
.に
し
て
、
諸

銀

行

赛j

 

蘭
鈒
行
を
含
む)

の
所
有
す
る
金
貨
は
八
千
ニ
西
八
十」 

黹
破
計
算
せ
ら
れ
、

潘
は
千
九
西
十
五
年
六
月
三 

十
H
に
於
て
一
億「

t

l
十
蔺
磅
に
增
加
し
た
ぅ
。

| 

M

^
千
九
西
十
四
年
六
月
三
十
日
公
衆
の
手
元
に
存
せ.
一
 

る
金
貨
に
就
て
は
、
典
の
流
通
咿
の
も
の
と
保
藏
に
係 

る
も
の
と
の一 
一®:
に
1?
>;
|
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。
4J
し
戰 

银
前
に
於
て
は
现
金
の
保
藏
は
獨
b
金
貨
の
み
に
止
ま 

ら
ず
、
紙
幣
に
も
行
は
れ
た
る
遒
理
な
る
を
以
て
、
先

づ
流
C
^
Tの
紙
®
に
就
て
別
^
す
る
に
、
千
九
1:
|
十
四 

年
六
月
三
十
，

m

に
_於
け
る
/
i

M
肟
紙
幣
の
流
通
高 

は
ニ
.千
九
商
七
十
.八
萵
四
千
ー
一
苗
九
十
五
破
を
數
へ

* 

b
。
此
紙
幣
の
大
部
分
は
市
中

|#
銀
行
の
所
有
に
係
&
.
、 

公
衆
の
手
元
.に
存
す
る

も

の
八
西
與
磅
に
止
ま
れ
る 

が
、
千
九
西
十
六
年
四
月
に
於
て
.は

此

金

额

は

！

千

 ̂

磅
に
上
ぅ
、
英
國
地
方
諸
鈒
行
の
紙
幣
發
行
高
は
十
黹 

磅
以
下
な
る
を
以
て
、.
全
體
：の
通
貨
流
通
高
に
深
&
關 

•係
を
有
せ
す
、
愛
蘭
、
蘇
格
繭
諸
龈
行
の
紙
幣
發
行
高 

は
千
九
百
十
四
年
六
月
に
はI

千
六
西
离
磅
な
&
し 

が
、
千
九
西
十
六
年
四
月
に
は
一一

千
九
百
鹛
磅
に
墦
加 

し
た
り
。
此
外
に
補
助
貨
幣
の
流
通
高
あ
り
、
其
內
の 

傲
貨
の
み
に
就
て
見
る
も
、
千
九
西
十
四
年
六
月
三
十 

日
の
公
衆
の
間
に
流
通
せ
る
高
は
一
千
五
西
蔣
磅
な
り 

し
が
、
千
九
1=
1
十
六
年
四
月
、に
，は
三
千
萬
磅
に
»

加
し

f

o
 

’

千
九
再
十
四
年
六
月
末
公
衆
の
間
に
存
せ
る
上
記
の 

紙
幣
並
に
疋
貨
釔
以
.て
、
盡
く
通
貨
の
用
を
爲
し
た
る

释释參縛輝蹲̂ ^ 5̂赞デ贼q卿̂ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^

も

の

と

す

可

か

ら

ず

。

其

j

部

の

保

藏

せ

ら

る

や

、
 

論

を
ft

た

ず

。

流

-£

せ

ざ

る

貨

幣

を

别

^

す

る

に

當

て 

は
、
損

傷

滅

失

し

た

る

正

貨

紙

幣

と

保

藏

に

係

る

正

貨
 

紙

幣

と

の

間

に

區

別

を

爲

す

を

必

要

ビ

す

れ

^

も

是

等
 

雨

溝

の

區

別

は

明

瞭

な

ら

ず

、

永

く

滅

失

し

た

.る

貨

幣 

に

し

て

發

見

せ

ら

る

：

A

も

の

あ

る

V
J
.

共

に

保

藏

中

の

貨
 

幣

に

し

て
®

失

す

る

も

の

あ

る

可

く

、

加

ふ

る

に

.流

通 

巾
の

貨

幣

ビ
®

m

中

の

貨
*

ビ
.の

間

に

轉

換

行

は

れ

て 

‘

已

ま

ざ

る

可

し

。

且

つ

戰

爭

前

に

於

て

は

英
II
V

J

愛

蘭 

並

に

蘇

格

蘭

と

を

比

較

し

て

、

其

間

に

行

は

れ

た

る

保
 

藏

の

形

態

に

就

V
、

著

し

ぐ

異

な

れ

る

も

の

あ

り

き

。
蓋

. 

し

前

潘

に

於

て

は

現

金

の

保

藏

は

主

V
J,

し

て

金

貨

を

以
 

て

行

は

れ

、

之

に

代

る

可

&

も

の

は

英

繭

鈒

行

紙

幣

の
 

み

な

る

が

、

其
額
面
五
磅
を
以

て

し

て

は
保
藏
を
行
ふ 

に
高
き
に
失

し

、

其
保

藏

せ

ら
る
、
も
の
少
な
&
を
常 

ビ
す
る
に
反
し
、
後
輿
に
於

て

は
人
民
は
紙

幣

の

流
通 

に
W
熟
し
、
地
方
に
於

て

は
紙
幣
を
保

藏

す

る

者
の
少 

な

か

ら

ざ

る

を
見
た
り
。
而
し
て
開
戰
以
來
現

金

保
藏

高
の

®

加
し
た
る
は
、
疑
ふ
可
か
ら
ざ
る
所
な
り
。
即 

ち
戰

#

の
結
果
、.

貨
幣
流
通
高
の
®
加
し
た
る
一
事
は 

保
藏

R

便
な
ら
し
め
、
高
®
を
以
て
す
る
農
産
物
の
需 

耍
ヽ
軍
需
品
製
造
地
方
に
於
け
る
賃
銀
の
廳
貴
等
は
相 

へ
重
な
む
て
.、
自
作
農
夫
並
に
勞
働
者
を
し
貯
菩
を
行
ふ 

一
の
餘
裕
あ
ら
し
む
可
き
喾
な
る
に
、
事
實
に
於
て
は
彼 

等
の
資
金
が
貯
菩
銀
行
や
公
債
に
向
つ
て
放
下
せ
ら
る 

j

 

、
の
道
に
就
か
ざ
る
は
畢
竟一

部
分
の
保
藏
の
行
は
る 

一
、
結
果
ざ
見
る
可
く
、
又

一

部
の
祉
會
に
今
後
の
事
變 

に
靡
ず
る
因
的
を
以
て
、
保
藏
を
行
ひ
つ
、
あ
る
者
あ 

る
可
く
、
現
に
開
戰
當
時
の
恐

«

に
際
し
、
龈
行
に
取 

一
付
け
ら
れ
た
る
芷
貨
は
蒎
く
鈒
行
に
復
歸
し
た
る
こ
と 

\

を
認
む
る
能
は̂

。
近
時

*

察
宫
.の
報
告
に
徵
す
る
に 

五
十
磅
乃
至
ニ
百
五
十
磅
の
金
貨
を
竊
取
せ
ら
る
、
琳 

.

件
の
少
な
か
ら
ざ
る

が
如
き
、
保
藏
の
流
行
し
つ
、
あ 

る

i
.

S

を
示
す
も
の

v

し
す
可
し

。

.

，
以
±
の
.
.事
實
は
.
固

ょ

-
^
完

全

な

ら

^

と
雖
も
、
.
浪
貨 

券
の
發
f ]

が
如
何
な
る
程
度
ま
で
流
述
高
を
咐
加
す
る
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.雜
錄
欧
洲
戦
時
に
於
け
■る
通
做
物

.傾
爲
霜

#

,

蜜

號

五

〇

を
得
る
や
を
»|
*
算
す
る
の
极
基
た
る
可
し
o
千
九
宵
十 

六
年
五
月
末
日
に
於
け
る
®
貨
券
並
に
i

*

0?r
i
ff
i 

高
は一

億一
千
八
西
波
十
1
1;萬
九
千
五
百
七
十
倜
磅
な 

6
し
が
、
，选
金
額
が
公
衆
め
間
に
流
通
し
た
る
に
非 

ず
、通
貨
券
譜
書
は
銀
行
に
於
て

rr
^r
す
る
を
常

ビ
し

、
 

通
货
券
の
內
に
も
龈
行
所
有
の
も
の
少
な
か
ら
ず
、
雨 

者
を
合
せ
て
四
千
將
破
に
上
れ
る
計
算
な
る
を
以
て
、
 

公
衆
の
間
に
存
す
る
通
貨
券
は
七
千
八
西
五
十
萬
磅
R 

し
て
、
其
小
部
分
は
保
藏
せ
ら
れ
た
る
も
のVJ

見
る
可 

し
。一

方
に
造
.胳
局
の
.計
算
に
據
れ
ば
.ヽ
千
九
百
十
四
年 

六
月
三
十
日
公
衆
の
間
に
存
し
た
る
金
貨
は
七
千
八
百 

H
I

十
^
磅
に
居
れ
る
を
以
て
、
千
九
百
十
六
年
五
月
三 

十I

日
に
於
て
は
、

*

♦

«

の
大
部
分
に
代
つ

て
、七
千 

八
西
五
十
萬
破
の
见
貨
券
と一

小
部
分
の
金
貨VJ

流
通 

す
る
も
のVJ

見
る
可
く
、
然
も
金
貨
に
於
け
る
保
藏
の 

堆
加
し
た
る
事
實
に
顧
み
ん
か
、
通
貨
券
發
行
の
爲
め 

に
、
特
に
貨
幣
流
通
高
を
增
加
せ
し
め
た
り
と
認
む
る 

能
は
ず
、
通
貨
增
加
し
た
う
と
す
れ
ば
、
即
ち
^
蘭
銀
.

行
，
蘇
格
®
、
愛
蘭
雨
銀
行
の
紙
幣
並
.に
鈒
貨
の
膨
脹
. 

た
基
く
も
の
ビ
.す
可
し
。
但
し
通
貨
券
.瞪
書
は
其
法
货 

た
る
の
故
を
以
て
、
銀
行
に
し
て
之
を
所
有
す
る
マ
し
き 

は
、
偾
務
に
.對
す
る
支
挪
準
備
金
：た
る
可
く
、
又
通
貨 

券
に
依
て
流
通
外
に
排
除
せ
ら
れ
た
る
金
貨
に
し
て
銀 

行
に
冏
收
せ
ら
れ
て
、
信
用
の
膨
脹
'に
資
し
/2
る
も
の 

あ
る
可
く
、
斯
く
て
通
貨
券
が
所
謂
銀
行
業
漭Q

•貨
幣 

を
增
加
し
、
間
接
に
®
貨
を
膨
脹
せ
し
め
た
る
の
效
染 

一
は
.之
を
否
定
す
可
か
ら
-ざ
る
な
-

OV。

前
項
に
於
て
千
九
百
十
四
年
六
月
末
日
公
衆
の
間
に 

存
せ
る
金
貨
の
高
を
七
千
八
百
三
十
萬
磅
と
し
た
る 

一
が
、
今
其
許
算
の
根
據
を
説
明
す
可
し
。
千
八
西
九
十 

五
年
流
通
中
の
金
貨
並
に
龈
tr
の
準
備
金
た
る
金
貨
は 

，
合
せ
て
九
千
二
百
五
十
萬
磅
と
計
算
せ
ら
れ
、
次
ひ
で 

千
九
百
三
年
に
於
て
は
、
英
國
全
體
に
存
す
る
金
貨
は 

ー
億
磅
を
下
ら
ざ
る
も
の
ビ
計
箅
せ
ら
れ
た
b
。
爾
後 

の
割
奪
は
多
く
此
數
字
に
基
避
を
傲
き
、
现
R
千
九
西 

十
年
十
二
月
三
十
一
日
の
現
在
に
據
う
、
造
赂
周
長
代

龜
■エ
リ
ソ
ン
、

マ
ッ
力
ー
ト
ネ
—
-氏
の
調
査
し
た
る
も 

の
を
見
る
に
.、
千
九
西
三
年
銀
行
並
に
.公
衆
の
所
有
に 

係
る
金
貨
を
一
億
磅
と
しj

方
に
千
九
西
十
年
十
二
月 

末
U
に
至
る
ま
で
の
增
加
额j

億
四
百
三
十
與
磅
の
內 

ょ
ぅ
七
年
間
の
輸
出
入
差
额
六
千
六
瓦
萬
磅
、
輕
量
貨 

幣
、
地
金
鋳
潰
高
ー
千
九
瓦
三
十
蔣
磅
、
消
耗
高
三
十 

蔣
磅
、
外
國
旅
行
渚
の
携
帶
额
五
百
七
十
萬
磅
合
計
九 

千1

亩
三
十
揭
破
を
控
除
し
、
凝
额
一
千
三
西
萬
破
を 

千
九
|5
十
年
十
ニ
月
末
ま
で
の
純
#
加
额
と
し
、
之
を 

前
記
のI

®

破
代
加
へ
た
る一

億

|
千
ー
ー
1

萬
破
を
以 

て
、
當
時
の
，
金
貨
现
在
高
ビ
す
。

而
し
て
'當
時
諸
銀
行 

の
所
有
し
た
る
金
貨
は
四
千
四
西
萬
磅
ビ
數
へ
ら
れ
た 

る
を
以
て
、
公
衆
の
間
に
流
通
し
れ
る
金
貨
は
六
千
九 

宵
與
破
と
す
可
し
。
H
に
千
九
百
十
年
十
二
月
末
日
ょ 

り
千
九
西
十
四
年
六
^
|
|
|
十
日
^
茧
る
ま
で
三
年
半
を 

經
過
ず
る
間
に
於
て
、
金
貨
の
純
垴
额
は
四
千
八
西
十

興
破
？
針
®
せ
ら
：る
。
.之
を
右
の
5

一
 

千一ー一

百
萬
® 

に
加
へ
た
る一

億
六
千
瓦
十
萬
磅
を
以
て
、
金
貨
の
現

在
高
ビ
し
、
此
內
八
千
二
百
八
十
离
磅
は
銀
行
に
於
て 

所
有
し
、
七
千
八
瓦
三
十
萬
磅
は
公
衆
の
間
に
流
通
す 

る
も
の̂

計
箅
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
今
、
上
記
の
諸
計 

黛
を
概
括
す
れ
ば
、
左
の
如
し
。

(

單
位
百̂

破

)

I

九
〇
三
啤

英
國
現
#
金
货

 

一〇
〇 

1

九
〇
三
年
ょ
り
一
九
一
〇
半
末
|:
茧
る
間 

逍
幣
局
發
行
額
，

.

地
金
又
は
輕
獄
貨
幣
ぐ」

し
て
流
通
：高
よ
リ
间
取

製
造
品
に
使
州
せ
ら
れ
た
る
分

輪
出
入
差
额
と
し
ズ
阈
外
| :

出

で
?:
る

分

J
I言

一
〇
四
、
三 

九
、
三
.

六
六
、八

五
、
六

差

合

計

金
貨
の
無
形
的
輸
出

_

5
2

引(

藍

4

3

 

一
九一

}

年
ょ

.

リ

一

九」

四
年
六
担
ニ
十
：

^

*造
幣
屙
發
行
高
-の
ホ
：货
輸
出
顧
過
高

"

佐
的
间
收
高
^
超
過
す
る
分
ょ
リ
戚
机
货
俯 

•
_
-
i

 

‘

控

除

し?:
る

高

一
八
、
七
. 

1 

^五
4|

第

十

|
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H
四
八
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i

l

l

l

l
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.

.
雜

錄

合

欧
洲
戦
陆i

i

於
け
る
撖
貰
物
愤
馨
相
勘

H

ハ1
、
1

1

1

八
ニ
、
八 

七
八
、
三

同
上
公
衆
流
通
0 .
分

千
九
百
三
年
の
針
算
は
金
貨
の
現
存
高
を
過
大
に
推 

箅
し
た
る
の
傾
あ

•

る
が
、

E

'に
上
記
十
箇
年
半
に
亘
る

針
算
に
就
て
槪
觀
す
る
も
、
，疑
?:
挾
む
可
き
點
あ
り
。
 

即
ち
製
造
業
に
使
用
せ
ら
れ
た
る
金
貨
並
に
無
形
的
輸 

出
に
供
せ
ら
れ
た
る
金
貨
の
控
除
額
は
是
れ
に
し
て
、
 

其
無
形
的
輸
出
S
獬
す
る
は
、旅
客
に
携
帶
せ
ら
た
て
’
 

外
國
に
出
づ
る
金
貨
を
云
ふ
も
の
な
b
。
.第
二
の
期
間 

に
於
て
は
、
是
等
の
原
因
に
依
て
生
ず
る
減
損
额
を
合 

せ
て
ー
年
西
萬
磅
に
上
，る
.も
の
ビ
し
た
る
が
.、

千
九

西 

三
年
ょ
b
千
九
西
十
年
に
至
る

第 
一»

の̂

靈
^
於
1: 

は
、.
製
造
業
に
用
ひ
ら
れ
た
る
分
ビ
無
形
的
輸
出
の
分
、
 

VJ

を
區
別
し
1
甸
年
前
渚
を
四
禹
三
千
磅
"
嘥
者
V
J
A 

十

一

萬

四

千

磅<£
し
た
b

Q無
形
的
輸
出
に
就
て
は
其 

金
糊
の
當
否
V」

剑
別
す
る
資
料
を
缺
く
を
以
て
、
姑
く 

指
き
、
製
造
業
に
使
用
せ
ら
る
、
金
貨
の
少
量
な
る
に

望

' 
1

-

就
て
は
、
說
明
す
可
き
も
の
あ
り
。
即
ち
千
九
西
十
六 

年
一
月
十
六
日
大
藏
大
辟
ば
前
年
中
寶
石
商
の
使
用
し 

た
る
金
貨
の
高
に
歡
て
議
會
.
.の
質
間
を
受
けt

正
確
な 

る
答
辯
を
與
ふ
る
能
は
ざ
6
し
が
、

一
方
に
造
幣
局
は 

八
十
の
商
曾
ょ
b
報
告
を
徵
し
、
旣
往
七
年
間
製
造
業
. 

に
消
费
せ
ら
れ
た
る
金
貨
を
三
十
萬
礆
と
舒
算
し
た 

6

.

0以
上
の
針
算
に
據
A
、
千
九
百
十
四
年
六
月
末
日
公 

衆
の
間
'に
流
通
し
た
る
金
貨
.の
過
大
な
る
や
否
や
に
、
 

就
て
は
、
尙
ほ
他
日
の
硏
究
調
査
‘に
俟
た
ざ
る
可
か
ら
. 

ざ
る
も
の
あ
り
ヒ
_
も
、
假
に
上
記
の
免
く
之
を
七
千 

八
百
三
十
鹆
磅
と
す
れ
ば
.ノ
此
金
额
は
一
部
分
«
«
せ 

ら
れ
、
他
の
部
分
は
通
貨
券
の
發
行
に
依
て
、
流
通
外 

こE7

收
せ
ら
れ
た
り
と
見
る
可
く
、
而
し
て
以
上
の
金 

貨
現
在
額
.に
對
し
てI

億一

千
八
西
興
破
の
®
貨
終
が 

盡
く
世
間
に
流
通
し
た
ら
ん
^
は
、
或
は
爲
め
に
通
貨 

の
釤
浪
を
足
し
た
b
,と
見
る
可
&
も

、
'
然
ら
ざ
る
以
上

は
、
.
，通

貨

の
膨
脹
は
單
に

0
行
紙
幣
銀
貨
の
增
加
ヽ
0

行

信

用

の

膨

脹

に

限

ら

る

可

き

も

の

な

ぅ

。

.

.
千
九
西
十
五
年
八
月
八
日
大
藏
省
が
爲
替
梠
場
維
持 

の
爲
め
、金
貨
準
備
を
衆
固
に
す
る
の

.

必
要
を
認
め

、

»

 

便
局
其
他
. ®

官
磐
に
向
つ
て
、
出
來
得
る
限
り
金
貨
に 

代
つ
て
、
紙
幣
を
現
金
の
支
挪
に
充
.つ
可
き
の
訓
示
を 

發
し
た
る
は
、
注
目
に
値
す
可
し
。
即
ち
公
衆
は
國
家 

的
利
益
の
爲
め
に
、
金
貨
集
巾
の
計
晝
に

贊

成

し

、(

一)

 

龈
行
並
に
郵
便
局
に̂

©

を
- »

込
み

.ヽ(

一一)

小
刺
手
の 

支
拂
は
紙
幣
を
以
て
、
之
を
受
取
り
、

(

.
三

)

貨

鈒

其

他 

現
金
の
拂
出
に
は

'

金
貨
を
用
ひ
す
、
紙
幣
を
之
に
充
つ 

る
こ

と

に

依
て
、
其
維
行
を
援
助
す
る
こ

と

、

爲
れ
る 

次
第
な
办
。

U
、

物

價

一

物
.價
の
騰
貴
は
麽
し
く
公
衆
：の
注
意
.を
惹
起
し
た 

6
。
然
れ
ど
も
其
原
因
に
就
て
は
其
觀
察
者
の
所
見
に 

依
て
、
異
な
る
所
少
な
が
ら
ず
。
金
融
：上
の
取
引
に
從 

摩
す
る
者
は
通
貨
に
於
け
る
變
動
を
，以
て
、
製
造
業
に 

從
事
す
る
者
は
生
產
者
の
獨
占
、
內
外
國
政
府
の
！i

要 

增
加
、
連
賃
の
騰
貴
、
生
產
费
の
增
加
ヽ
租

栊

の

增

徵
 

を
以
て
、
各
々
其
原
因
に
充
て
ん
ど
す
れ
ど
も
、
元
來 

今
日
0
狀
況
は
例
外
の
性
質
を
有
し
ヽj

般
の
M
則
を 

以
て
.、
類'«
す

る

に

困

雛
な
名
も
の
あ
り
。
就
に
千
九 

百
十
三
年
一
月
ょ
ぅ
千
九
百
十
六
年
六
七
月
の
■交
に
至

る「

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト」
「

ス
ー
グ
1

チ

ス

ト

，雨

雜

志

物
卸
寶
代
價
指
數
を
表
示
す
る
に
左
の
如
し
。

兩
雜
誌
の

諸
貨

1

九
一
三
¥

九

四
¥

一
九一

五
年

1

九
一
六
年

力

ス

テ
I

チ

ス

ト
H

J

ミ
ス
ト
ン
、
テ—

チ

ス

ト

H
i
t

ノ

ミ

ス

ト

K

テ
I

チ
■
ス

ト

H

 

P

ノ

ミ

ス

ト
K

T

チ

ス

ト

H
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九
.六
：、
四 

1

〇
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〇
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九
へ

铱

十
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三
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雜

錄
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戦
時
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げ
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逋
货
物
傾
録
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相
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一
H

六
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}
. S
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三
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五
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ニ
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五
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四
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五
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四
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i
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一
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ニ
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ニ
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八

ニ
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四 

八
七
V

九 

.

八
九
、
三 

八

九

、
八 

八
八
、
八 

九

一

、
六

1

一
八
、
〇 

一r

五 
>
九 

一
一
六
、
六

1

1

5

、
六

二一

六
、
四

1

〇
七
、
ニ 

1

〇
六
"
四 

1

o

六
、
四
. 

一
〇
七
、
〇 

■
1

〇
七
"
八

ニ
ー 
四
、
ニ 

1

l

〇
、

o

%\
五

1

ニ
セ
、
三 

一

I

八
、
四

一
五 

一
、
ニ 

一
四
七 

>七 

!

四
九
、

：

1 

1

四
九
、
八 

1

31
.

一
、.
七
. 

一
五
ニ
、
ニ 

1

玉
九
、

1

 

1

六m
、

一

H

五
、
四 

三
0

、
八
.

1

九
九
、
〇 

1
.

九
一
、
茧 

一
九1

、
1

上
表
に
«
れ
ば
、
千
九
百
十
三
年
四
月
ょ
り
千
九
11 

十
四
年
六
月
に
至
る
間
^
均
卸
寶
代
價
は
低
落
し
た
る 

が
、爾
後
.千
九
頁
十
六
年
五
：月

に

至

る

^

で

騰
*
し

、
千 

九
百
十
四
年
七
月
と
千
九
西
十
六
年
三
月
と
を
比
較
す 

れ
ば
ヽ
五
糊
.八
分
乃
至
五
劍
九
分
の
騰
貴
を
示
し
た
b
° 

物
價
の
‘騰
貴
は
交
戰
諸
國
又
は
隣
接
諸
國
に
於
け
る
普 

通
の
事
實
に
し
て
、
現
に
伯
林
に
於
て
は
.千
九
百
十
四 

#
V
J千
九
}

S

十
六
年
三
月
と
を
比
較
し
て
、
物
'偕
の
騰 

貴
は
十
割
以
上
に
及
び
ヽ
f

y
西
に
於
て
は
王
割
五
分
" 

露
西
龃
に
於
て
は
"
開
戰
當
時
と
千
九
西
十
五
年
末
ぐ
し 

を
比
鞔
し
て
五
割
の
騰
貴
を
來
し
た
り
。
戰
爭
の
物
價

に
及
ぼ
す
影
響
に
就
て
は
、
リ

カ

ー

ド

！

？

ッ

ト

ク等 

に
依
て
夙
に
論
述
せ
ら
れ
た
る
が
、
其
原
西
と
し
て
第 

一
に
擧
ぐ
、
可
き
は
貨
#
,
の
流
通
高
並
に
其
流
爾
の
逨
カ 

u

外

な

ら

ず
。
货
幣
に
は
金
貨
又
は
金
貨
の
代
表
物
た 

る
法
貨
ビ
小
切
手
の
形
態
に
於
け
る
龈
行
貨
幣V」

の1

一
 

秫

類

ぁ

b
。
普
通
の
場
合
に
於
て
は
、
英
國
の
如
き
金 

貨

を

基

礎

ビ

し
て
0
0
制

度

0
行
は
る
、
結

果

、

雨
®

 

の
貨
胳
は
共
：に
變
動

1
、
前
者
の
增
加
は
後
者
の
膨
脹 

を
促
す
ミ
雖
も

、

物
價
の
騰
貴
す
る
時
代
に
於
て
は
' 

銀
.行
預
金
は
正
貨
ょ
b
も
翁
速
に
膨
脹
す
可
し
。
現
に 

千
九
百
十
三
年
に
於
て
は
預
金
の
增
加
は
的
千
六
百
將
.

議

磅
に
し
て
、
增
加
率
四
分
七
鹿
に
业
ま
れ
ト
ビ
雖
も
、
 

'

同
年
末
よ
り
千
九
百
十
五
年
末
に
於
て
は
、
ニ
億
磅
の 

S
i
v
y
.

預

金

顧

十

一

一

偉

四

千

i
i
f

首
海
磅
に
對
照 

ず

る

と

き
は
、
一
一
割
の
增
加
に
當
れ
ゲ

。

固
よ
6
金
貨 

は
流
通
よ
ト
既
收
せ
ら
れ
、
金
貨

"

通
货
券
並
.に
同
證 

書
等
の
銀
行
に
所
有
せ
ら
る
、
も
の
あ
；^

’
/

」

雖
も
、
銀 

行
預
金
の
增
加
斯
の
如
く
爲
る
以
上
は
.、
通
貨
の
膨
脹 

し

た

る

事

實

は

疑

を

挾

む

可

か

ら

ざ

る

な

合

。
' 

,

次
に
貨
幣
流
通
の
速
度
に
就V

考
ふ
る
に
、
物
憤
の 

騰
貴
、
商
業
の
好
況
は
流
®
の
速
度
ビ
大
な
ら
し
む
る 

の
效
果
を
有
す
る
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
現
在
の
狀
浞 

に
於
て
は
、
流
通
速
度
の
上
進
を
妨
げ
、
.戰
银
前
に
比 

較
しV

、

之
を
遲
綏
な
ら
し
む
る
の
作
用
少
な
しVJ

せ 

ず

。

鐵
遨
述
輸
に
對
す
る
遯
迫
、
船
渠
の
繁
忙
郵
便
の 

綏
滯
、勞
働
の
不
足
、諸
種
0
產
棠
に
於
け
る
勞
働
效
程
' 

の
減
損
、
貨
物
移
動
に
到
す
る
政
/f
f

の
制

限

等
は
自

ら 

1

取
明
を
妨
害
し
、
货
幣
流
通
0
速
肥
を
遽
緩
な
ら 

し
め
ざ
る
を
得
中
。
蒋
じ
も
流
®
の
.速
度
遲
綏V」

爲
i

た
ら
ん
か
、
上
記
物
僧
騰
貴
の
勢
の
減
縮
せ
ら
る
可
き 

は
勿
論
に
し
て
、
隨V

貨
幣
の
狀
況
’は
物
僧
騰
貴
の
全 

斑
の
原
因w

す
可
か
ら
ず
。
然
ら
ば
他
の
原
因
は
之
を 

何
れ
の
方
面
に
求
む
可
き
や
ビ
S
へ
ば
交
換
せ
ら
る
可 

き
货
物
數
量
'0
變
動
の
如
き
、
S

一
 

に
數
ぅ
可
き
■も
の 

R
.しV

、

軍
隊
の
徴
募
に
依
る
勞
働
漭
の
不
足
、
勞
働 

素
質
の
低
落
の
如
き
、
此
點
に
最
も
大
な
.る
關
係
を
有 

す
可
し
。
固
.ょ
-
機
械
の
應
用
、
職
H
ft
合
親
則
の
緩 

和
，は
自
.ら
勞
働
不
足
を
調
節
す
る
の
効
果
あ

る

が

免

し 

ビ
雖
も
、
其
及
ぶ
所
は
重
要
な
る
少
數
の
事
業
に
限
ら 

る
、
の
.み
。

‘斯

：の
如
く
し
て
千
九
西
十

.六
年
上
.半
季
に 

於
け
る
勞
働
の
產
出
高
は
ニ
年
以
前
に
此
較
し
て
、
甚 

だ
少
な
く
.、.貨
物
の
供
給
：を
不
足
せ
し

め

た

办
。
或
は
、
 

杓
國
生
産
に
於
け
る
不
足
は
輸
入
.の
增
加
に
依
て
補
ば 

.る
、
の
說
あ
b
。
試
に
千
九
哲
十
三
.年
^
千
九
百
十
.五 

年
ミ
に
就
て
、
輸
入
品
の
數
魅
を
擧
ぐ
れ
ば
起
の
如

し

第

十

I
#
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六
I
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雜
綠
歐
洲
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P

內
國
在
住
人
民
の
減
少
ヾ」

千
九
西
十
六
年
に
於
け
る 

政
府
の
輸
入
禁
止
制
限

V
J

は
消

*

の
節
約V

J

相
重
な

y

 

て
、輸
入
品
の
.數
量
に
減
少
を
來
さ
し
め
た
る
を

以
て
、
 

輸
入
に
依
て

、

' 

內
地
生
産
の
減
少
を
補
充
す
る
が
如
き 

は
、
到

®

之
? :

企
及
す
る
能
は
す
、.一

方
に
輸
出
に
多

少

の
減
少

の
行
は

れ
た
る
乙
と

を
»|
酌
す

る
も
、
爾
ほ 

全
體
に
於
て
內
國
に
於
け
S
交
換
せ
ら
る
可
き
貨
物
の 

減
少
し
れ
る
は
勿
論
代
し
て
、一

方
に
貨
幣
の
數
量
の 

增
加
し
た
る
以
上
は
、
物
價
の
騰
貴
は
之

を
免
か
る
可 

き
所
に
非
ず
、
.
若
し
も
流
通
の
速
度
に
何
等
の
減
拋
な 

か
う
し
な
ら
ん
に
は
、
物
猶
の
騰
貴
は
觅
に
著
し
き
に 

至
れ
る
道
理
*
う
.
。

•

1

般
物
價
の
騰
貴
ょ
う
特
殊
の
物
.價
騰
貴
に
就
て
考 

ふ
る
に
、一

般
物
價
の
騰
貴
す
る
場
合
に
は
、
總
て
の 

貨
物
勤
勞
は
雜
ぐ
其
影
響
を
蒙
る
可
し
^
離
も
、
尙
ほ 

其
程
度
の
高
：低
.は一

の
■貨
物
.

H

於
け
る
特
殊
の
事
情
に 

依
て
定
ま
る
可
く
、一

の
.貨
物
に
し
て
平
均
以
上
に
、
 

代
價
騰
貴
す
るVJ

き
は
、
他
の
諸
貨
物
は
其
數
量
に
此 

例
し
て
"
代
價
騰
貴
の
程
度
平
均
以
下
に
.居
る
可
く
、
. 

又

.一
の
貨
物
に
し
て
從
來
供
給
せ
ら
れ
た
る
源
泉
を
戰 

爭
の
爲
め
に
閉
塞
.せ
ら
れ
た
むV

せ
ん
か
、
之
に
代
る 

可
き
生
產
は
高
價
を
以
て
行
は
れ
、
代
用
品
の
代
便
騰 

貴
し
、
戰
前
の
貯
藏
品
の
.存
續
す
る
間
は
高
價
を
以
て

私パ a 卜 ザ^が鐵

.賣
却
せ
ら
る
可
し
。
又
貨
物
に
し
て
戰
時
稅
を
賦
課
せ 

ら
れ
ん
か
、
稅
金
と
同
額
以
上
の
程
度
：に
於
て
、
代
價 

の
騰
貴
を
見
る
可
く
、
.社
#
谷
階
級
.に
於
け
る
所
得
分 

配
の
變
動
も
一
階
級
に
髂
要
せ
ら
れ
て
、
他
の
階
級
.に 

露
耍
せ
ら
れ
ざ
る
貨
物
：の
代
價
に
影
響
す
可
し
。
例
へ 

ば
車
需
品
工
場
の
勞
働
渚
が
賃
雜
增
加
に
依
て
、
生
活 

に
餘
裕
を
生
じ
、
或
る
物
品
を
需
要
す
る
ミ
雖
も
、
其 

物
品
は
從
來
中
流
の
階
級
に
®
て
猶
要
サ
ら
れ
.ざ
り
し
. 

も
の
な
6 VJ

す
れ
ば
、
斯
る
物
品
の
代
偕
は
比
例
以
上 

に
騰
貴
す
可
く
、
之V」

反
對
に
所
得
確
定
し
、
.寧
ろ
增 

稅
ヽ
必
喪
品
の
代
惯
騰
貴
に
依
て
、
購
買
力
の
削
棒
せ 

ら
れ
た
る
人
の
®
喪
す
.る
貨
物
あ
ぅ
と
す
れ
ば
、
代
價 

騰
貴
の
程
度
少
な
く
、
或
は
生
產
者
が
新
な
る
！i

要
を 

見
出
さ
ぐ

る
限
ぅ
、
匈
て
代
價
に
下
落
を
來
す
こ
と
あ 

る
可
し
。
觅
に
運
賃
の
增
進
が
諸
物
價
騰
貴
の
勢
を
助 

提
し
つ
、
あ
る
は
勿
論
に
し
て
、
千
九
瓦
十
四
年
並
に 

同
十
五
年
と
千
九
百
十
六
年
四
月
ビ
を
'比
較
す
る
に
、
 

述
fi
tt
r
進
の
一
辄
左
の
如
し
。
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.
運
®
の
騰
貴
斯
の
如
く
爲
る
以
上
は
、
輸
入
品
ヒ
同 

一
の
內
國
貨
物
め
代
價
を
騰
貴
せ
し
む
る
は
勿
論
外
國 

ょ
り
內
國
市
場
^
貨
物
：の
到
達
す
る
，」

と
を
妨
げ
て
益 

冷
物
|1
騰
貴
の
#
を
助
長
せ
ざ
る
を
得
ず
。

笫

十
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三
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欧
洲
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時
に
於
け
る
蛆
货
物
怊
爲
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相
揚
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